
はだの議会だより 令和 4 年（2022 年）11 月13日（日）  第 246号〘4〙

一 般 質 問

　一般質問は、９月27日、28日、29日の３
日間行われ、16人の議員が登壇しました。
　一般質問は、４面から６面に掲載していま
す。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）
　なお、各議員の記事にあるＱＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

会派の表記について …「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。

イベントへの出店にサポートを

教育支援教室「いずみ」

本市の市税収入（個人市民税+固定資産税+
都市計画税）の経年推移

※デジタルデバイド… インターネットなどの情報通信技術が利用できる者とできない者との間に生じる情報格差のこと用語解説

自
党
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

問　
高
齢
期
を
生
き
生
き
と
過
ご
す
た

め
、
健
康
に
よ
い
行
動
を
習
慣
化
す
る

こ
と
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
有
効
と
考
え

る
。
本
市
の
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
普
及

啓
発
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　
地
域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、

フ
レ
イ
ル
予
防
や
認
知
症
の
情
報
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
産
・
官
・
学
・
市

民
が
一
体
と
な
っ
た
普
及
啓
発
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
市
民
に
と
っ

て
親
し
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
講

座
を
実
施
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

要
望　
健
康
長
寿
社
会
を
目
指
し
、
関

係
部
署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

無　
所　
属　
　
　

 

伊
藤　
大
輔

一　
本
市
の
歳
入
の
課
題
に
つ
い
て

問　
本
市
の
自
主
財
源
比
率
（
44
・
２

％
）
は
県
内
16
市
中
、
ワ
ー
ス
ト
３
番

で
市
税
は
右
肩
下
が
り
だ
が
、
こ
の
ま

ま
の
状
態
が
続
い
た
場
合
ど
う
な
る
か
。

答　
本
市
は
地
方
交
付
税
の
交
付
団
体

で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
補
わ
れ
る
が
、

実
質
的
な
減
少
分
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

引
き
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
。

問　
市
税
減
収
の
主
な
要
因
は
何
か
。

答　
個
人
市
民
税
は
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
は
、
市

内
の
土
地
取
引
価
格
の
下
降
傾
向
の
継

続
に
よ
り
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問　
今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
移
住
・
定
住
促
進
に
よ
る
人
口
減

少
の
抑
制
や
企
業
誘
致
の
ほ
か
、
ふ
る

さ
と
寄
附
金
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に

よ
る
税
外
収
入
の
確
保
を
行
う
。

意
見　
使
用
料
、
手
数
料
、
寄
附
金
の

合
計
額
は
歳
入
全
体
の
２
％
以
下
で
あ

る
た
め
、
根
本
に
目
を
向
け
る
べ
き
。

問　
最
大
の
課
題
で
あ
る
個
人
市
民
税

の
増
収
対
策
と
し
て
、
最
も
効
果
的
と

考
え
る
政
策
は
何
か
。

答　
移
住
・
定
住
施
策
で
あ
る
。

意
見　
公
共
事
業
や
補
助
金
バ
ラ
マ
キ

二　
は
だ
の
市
民
活
動
団
体
連
絡
協
議

会
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
協
働
の
推

進
を
目
指
す
た
め
、
人
材
を
育
て
市
民

活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
市
民
が
主
役
の
拠
点
づ
く
り
に

必
要
な
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
総
合
計
画
の
基
本
施
策
の
一
つ
に

位
置
付
け
、
若
者
の
活
動
拠
点
を
含
め

た
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
続
け
る
団
体

の
意
見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を
用

意
し
、
今
後
の
方
針
を
示
し
て
い
く
。

三　
事
業
系
生
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

要
望　
事
業
系
生
ご
み
の
減
量
に
効
果

的
な
自
然
還
元
型
の
生
ご
み
処
理
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
事
業
者
と
連
携
し
て

導
入
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

公　
明　
党　
　
　
中
村　
英
仁

一　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

問　
不
登
校
支
援
策
の
一
つ
に
、
不
登

校
特
例
校
が
あ
る
が
、
本
市
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め

の
設
置
に
つ
い
て
、
見
解
は
ど
の
よ
う

か
。

答　
本
市
で
は
、
不
登
校
対
策
と
し
て

教
育
支
援
教
室
「
い
ず
み
」
、
訪
問
型

個
別
支
援
教
室
「
つ
ば
さ
」
が
あ
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

教
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援
を
令
和
４

年
６
月
に
開
始
し
た
。
し
か
し
、
大
和

市
が
４
月
に
不
登
校
特
例
校
を
設
置
し

た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

要
望　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
こ
と
を

自
分
自
身
で
考
え
選
択
で
き
る
よ
う
、

学
校
以
外
の
学
び
の
場
の
整
備
と
し
て

不
登
校
特
例
校
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

二　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い

て
（
そ
の
３
）

問　
過
去
２
度
に
わ
た
り
一
般
質
問
に

お
い
て
実
態
調
査
や
担
当
窓
口
の
早
期

実
現
な
ど
を
訴
え
て
き
た
が
、
そ
の
後

の
支
援
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
庁
内
打
ち
合
わ

せ
会
を
構
成
す
る
関
係
11
課
で
協
議
・

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
議
会
か
ら
の

要
望
を
踏
ま
え
て
、
令
和
４
年
９
月
か

ら
10
月
に
中
学
３
年
生
を
対
象
に
ア
ン

創　
和　
会　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
市
民
の
に
ぎ
わ
い
創
出
イ
ベ
ン
ト

へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
の
施

設
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
後
、

市
民
活
動
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
。

答　
行
事
の
開
催
に
当
た
り
、
出
店
す

る
市
民
に
新
た
な
負
担
が
生
じ
る
が
、

丁
寧
に
説
明
を
す
る
な
ど
、
き
め
細
や

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
要
望
し
て
い
た
実
態
調
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
感
謝
す
る
。
今
後
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
の
中
心
と
な

る
部
署
が
必
要
と
考
え
る
。
早
急
に
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
担
当
部
署
と
相

談
窓
口
の
設
置
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

二　
メ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
た
広
報
活
動

に
つ
い
て

問　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

で
本
市
ゆ
か
り
の
源
実
朝
が
活
躍
し
て

い
る
。
こ
の
機
会
に
本
市
の
魅
力
を
発

信
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
鎌
倉
殿
の
13
人
に
関
連
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
し
た
。
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
本
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

要
望　
本
市
の
知
名
度
と
地
域
愛
着
度

の
向
上
に
向
け
て
努
力
し
て
ほ
し
い
。

三　
森
林
を
守
り
育
て
る
取
組
に
つ
い

て問　
県
と
国
の
補
助
金
を
用
い
た
森
林

の
保
全
再
生
施
策
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
成
果
を
得
た
か
。
ま
た
、
令
和
８

年
度
に
終
了
予
定
の
水
源
環
境
保
全
税

に
代
わ
る
税
財
源
の
確
保
は
ど
う
か
。

子
ど
も
の
多
様
性
を

尊
重
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

市
民
の
に
ぎ
わ
い
創
出

イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け

本
市
の
産
業
資
源
で
財
源
確
保
を

若
者
で
構
成
す
る
団
体
の
加
盟
を
促
し

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
活
性
化
を
図
れ

何
を
や
り
た
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
秦
野
市
政

結
果
が
出
て
い
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、政
策
の
転
換
を
図
る
べ
き
時

フレイル予防で健康長寿を

ふ
る
さ
と
寄
附
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

創　
和　
会　
　
　
福
森　
真
司

一　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
救
急
業
務
に

つ
い
て

問　
新
型
感
染
症
の
影
響
で
救
急
需
要

が
高
ま
り
、
医
療
機
関
・
救
急
隊
の
業

務
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
令
和
４
年

の
救
急
出
動
の
現
状
と
派
遣
型
救
急
ワ

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
は
ど
う
か
。

答　
７
月
の
救
急
出
動
件
数
は
過
去
最

高
だ
っ
た
が
、
感
染
症
拡
大
傾
向
を
的

確
に
捉
え
て
対
応
し
、
救
急
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
医
師
増
員
に
よ
り
、
救

急
患
者
の
収
容
強
化
が
図
ら
れ
た
。

要
望　
命
の
最
前
線
の
救
急
現
場
は
、

感
染
症
対
策
や
対
応
も
あ
り
大
変
な
状

況
だ
が
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

万
全
な
救
急
体
制
を
維
持
し
て
ほ
し
い
。

二　
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問　
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
台
風
の
注
意
喚
起
な
ど
を
配
信
し

た
ほ
か
※
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
で

や
さ
し
い
防
災
講
習
会
を
開
催
し
た
。

要
望　
確
実
な
防
災
情
報
取
得
の
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
に
対
応
し
な
が
ら
、

シ
ス
テ
ム
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

三　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
目
標
に
向
け
た
取
り
組
み
と
活
用

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
７
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
登

録
、
経
済
情
報
誌
の
掲
載
や
新
聞
の
折

り
込
み
広
告
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

で
新
規
寄
附
者
の
獲
得
に
努
め
た
。
寄

附
金
は
、
給
食
施
設
、
公
園
施
設
の
維

持
管
理
な
ど
17
事
業
に
活
用
し
た
。

要
望　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、

地
元
事
業
者
と
連
携
し
、
魅
力
あ
る
新

た
な
返
礼
品
の
発
掘
に
努
め
て
ほ
し
い
。

議長公務（10月～11月）
議長の主な公務についてお知
らせします。より詳細な公務日
程については、市議会ホーム
ページでも公開しています。 小菅　基司 議長
○10月
９日(日) 第67回神奈川県身体障害者福祉大会
19日(水)～20日(木)　第17回全国市議会議長会

研究フォーラムin長野
 20日（木） 第52回秦野市展表彰式写真の部
 21日(金) 神奈川県市議会議長会　正副議長研修会
   第209回神奈川県市議会議長会定例会

（副議長同席）
22日(土) 第55回秦野市社会福祉大会
24日(月)～25日(火)　関東市議会議長会　

支部長会議及び第１回理事会
○11月
３日(木) 第43回秦野市市民の日　開会式
   令和４年度秦野市功労者等表彰式
４日(金)～５日(土)　第27回全国報徳サミット

相馬市大会
６日(日) 第52回秦野市展美術の部表彰式（副議長代

理出席）
12日(土)～13日(日)　第34回全国健康福祉祭神奈

川・横浜・川崎・相模原大会（ねんりんピック
かながわ2022）

答　
水
源
環
境
保
全
税
の
成
果
と
し
て
、

15
年
間
で
延
べ
約
１
２
０
５
㌶
を
整
備

し
、
荒
廃
林
の
解
消
や
保
水
調
整
能
力

が
高
い
森
林
づ
く
り
が
で
き
た
。
森
林

環
境
譲
与
税
は
木
材
利
用
促
進
や
竹
林

整
備
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
活
用
し
た
。

水
源
環
境
保
全
税
は
森
林
整
備
に
大
き

な
役
割
が
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
県
へ

継
続
を
要
望
し
て
い
く
。

型
の
成
長
戦
略
（
ハ
ー
ド
）
か
ら
脱
し

て
政
策
の
柱
を
子
ど
も
（
ソ
フ
ト
）
へ

転
換
し
、
結
果
を
出
し
た
自
治
体
（
兵

庫
県
明
石
市
）
も
あ
る
。
明
石
市
と
本

市
の
地
理
的
条
件
、
大
都
市
周
辺
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
共
通
項
を
考
え

れ
ば
、
明
石
市
の
成
功
例
は
大
変
参
考

に
な
る
。
ま
ず
は
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
、
彼
ら
の
話
を
聞
く

べ
き
だ
。

こちらからアクセス


